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開　催　趣　旨

　神戸大学大学院人文学研究科地域連携センターでは、2002 年の発足以来、さまざまな地域活
動に携わる中で、多様な立場の人やグループが歴史文化を活かした地域づくりを展開する〈場〉
というものの重要性を認識するようになってきました。〈場〉といってまず想起されるのは空間
的な〈場〉のことで、主として施設などの〈場〉です。私たちのこれまでの活動との関わりで挙
げるならば、三木市の玉置家住宅、尼崎市立地域研究史料館、朝来市生野書院などで、さまざま
な地域活動の拠点として活用されています。こうした拠点となる施設の存在が人々の地域活動を
支えています。
　同時に、〈場〉は、人々のつながり・関係が作り出しているという面もあります。それは、さ
まざまな考え・立場の人々が寄り集まり活動を展開するいわば公共的な〈場〉、コミュニティと
しての〈場〉です。当センターの活動に則してみれば、尼崎市の富松城跡を活かすまちづくり委
員会や、丹波市の棚原パワーアップ委員会、氷上古文書同好会などの活動が想起されます。
　本来、人々のつながりや関係としての〈場〉は、必ずしも施設のような空間の存在がなくても
形成可能ですが、公民館のような施設があることで活動が促進、維持される面もあり、空間的な

〈場〉は地域活動にとって重要な意義があります。他方、空間的な〈場〉としての施設もそれが
単なるハコモノに陥らないためには、さまざまなグループがそこを拠点に持続的に活動し、また
それを可能とする運営が行われていることが重要です。空間としての〈場〉と、人々のつながり
としての〈場〉は、重層的に存在しており、この両輪があってこそ大きな効果を発揮すると考え
られます。
  地域における研究、教育拠点としての性格をもつ大学も、上記のような二重の〈場〉としての
役割を求められています。大学は〈知〉の拠点として、地域の方々と一緒に研究を持続的に進め、
新しい世代を育成する〈場〉としての意義を果たすようになってきています。
　このように考えて、私たちは今回の地域連携協議会のテーマを「地域歴史文化をめぐる〈場〉
―つながりを生み出す環境づくり―」とし、歴史文化を核にさまざまな人やグループが協働す
る〈場〉を構築することで地域づくりを実践している方からの報告を用意しました。とりわけ今
回ご報告いただく地域史料保全有志の会の活動は、長野県栄村での個人的な古文書調査をきっか
けに、他の学問分野との協働、さらに震災という事態を経て、地元への成果還元活動、行政を含
めた地域住民との地域づくり活動、さらには空間的な場（施設）の開設にまで至っており、〈場〉
の二重性を考える上で大いに参考になると思われます。今回の協議会を通じて、歴史文化を活か
した地域協働の〈場〉のあり方をめぐって包括的に話し合いたいと思います。
　私たちはこの協議会自体が、多くの参加者の間でつながりが生み出される〈場〉となることを
願っています。そのため協議会の合間にできる限り時間をとり、各団体の方々が交流できるコー
ナーやポスターセッションの場を設けたいと考えています。多くの方々に活動の成果物や書籍を
お持ち寄りいただき、展示・交流していただければ幸いです。
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